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２
０
１
５
年
４
月
１
日
効

力
開
始
の
個
人
賠
償
責
任
共

済
の
継
続
と
新
規
募
集
時
期

が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
掛

金
は
年
間
１
０
０
０
円
で
最

高
賠
償
額
は
１
億
円
、
示
談

代
行
付
で
す
。
組
合
員
本
人

の
加
入
で
、
同
居
の
親
族
と

別
居
の
未
婚
の
子
ま
で
補
償

さ
れ
ま
す
。

　

賠
償
事
故
の
発
生
頻
度
は

稀
で
あ
っ
て
も
、
損
害
賠
償

リ
ス
ク
は
家
計
貯
蓄
で
は
対

応
不
可
能
な
事
態
に
陥
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

特
に
自
転
車
と
人
、
自
転

車
同
士
の
事
故
は
こ
こ
10
年

で
急
増
し
て
い
ま
す
。
自
転

車
事
故
加
害
者
が
負
う
法
的

責
任
は
未
成
年
者
で
あ
っ
て

も
免
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

個
人
賠
償
責
任
共
済
の
加

入
で
、
日
常
生
活
の
賠
償
事

故
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
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■
消
費
税
10
％
悲
し
く
な
り
ま
す
。
唯
一

楽
に
な
る
こ
と
は
、
税
金
の
計
算
で
す
ね

（
笑
）。

 

合
羽　

利
加
（
八
尾
市
職
労
）

■
消
費
税
Ｕ
Ｐ
の
た
び
外
食
・
旅
行
が
減

り
、
食
卓
の
品
数
が
減
る
。
健
康
的
に
ス

リ
ム
に
は
な
る
け
れ
ど
。

 

八
木　

孝
義
（
吹
田
市
職
労
）

■
国
会
議
員
、
大
臣
、
県
会
議
員
な
ど
で

不
透
明
な
政
治
資
金
処
理
が
相
次
い
で
い

ま
す
。
も
う
い
い
加
減
に
し
て
ほ
し
い
と

誰
も
が
感
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

 

乗
鞍　

弘
仁
（
八
尾
市
職
労
）

■
セ
ッ
セ
と
ク
イ
ズ
に
応
募
し
て
図
書
券

を
ゲ
ッ
ト
し
て
、
今
話
題
の
「
健
康
で
文

化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
」（
柏
木
ハ
ル
コ

著
）
を
買
っ
て
読
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ミ
ッ
ク
の
世
界
に
、
こ
ん
な
テ
ー
マ
が

と
り
あ
げ
ら
れ
る
な
ん
て
…
。
も
っ
と
人

の
命
を
大
切
に
す
る
社
会
に
し
た
い
。　

 

光
本　

恵
美
（
大
阪
市
労
組
）

■
自
分
は
ま
だ
大
丈
夫
だ
と
思
っ
て
い
た

の
に
、
病
気
治
療
の
た
め
の
通
院
で
治
療

費
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
人
員
削
減
で
、

ひ
と
り
ひ
と
り
の
仕
事
が
多
く
な
っ
て
、

そ
れ
が
負
担
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
し
ょ

う
か
。
人
員
を
増
や
し
、
職
場
環
境
の
最

適
化
を
望
み
ま
す
。　

 

岡
田　

篤
樹
（
松
原
市
職
労
）

■
若
い
人
の
採
用
は
、
私
た
ち
ま
で
元
気

に
し
て
く
れ
ま
す
。
大
切
に
し
て
あ
げ
て

下
さ
い
。

 

山
中　

妙
実
（
東
大
阪
市
職
労
）

　

ワ
ク
内
に
今
年
の
エ
ト
（
ヒ

ツ
ジ
年
）
に
ち
な
ん
で
15
か
所

に
羊
の
イ
ラ
ス
ト
が
入
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
部
分
は
意
味
に
関

係
な
く
ヨ
ウ
ま
た
は
メ
イ
と
読

み
替
え
て
く
だ
さ
い
。
ク
ロ
ス

を
解
い
た
の
ち
、
Ａ
〜
Ｎ
の
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
並
べ
て
で

き
る
言
葉
を
答
え
て
く
だ
さ

い
。

（
タ
テ
と
ヨ
コ
で
読
み
方
が
異

な
る
個
所
も
あ
り
ま
す
）

ヒ
ン
ト
：
み
ん
な
の
決
意

 

出
題
者
：
山
本
汎
昭
さ
ん

タ
テ
の
カ
ギ

❶ 

ダ
ン
サ
ー

❷ 

モ
ー
パ
ッ
サ
ン
著
「
女
の
○

○
○
○
○
」

❸ 

こ
の
上
な
く
難
し
い
こ
と
。

○
○
○
の
わ
ざ

❹ 

よ
い
と
み
と
め
て
許
す
こ
と

❺ 

照
ら
し
合
わ
せ
確
か
め
る
こ

と
❻ 

風
光
○
○
○
な
眺
望

10 

年
若
く
て
未
熟
者
の
コ
レ
は

黄
色
い

11
必
要
は
○
○
○
○
の
母

12 

度
の
強
い
こ
と
。
○
○
○
○

の
近
眼

14 

手
紙
を
ポ
ス
ト
に
○
○
○
○

す
る

15 

客
の
試
用
の
た
め
提
供
す
る

見
本
商
品

16
幼
い
女
の
子

17 

節
を
つ
け
た
漢
詩
を
吟
詠
す

る
こ
と

18
次
の
○
○
に
答
え
よ

21 

用
事
を
す
る
こ
と
。
ち
ょ
っ

と
○
○
○
○
に
出
る

24 

生
ま
れ
育
っ
た
土
地
。
○
○

○
○
へ
帰
る

26 

西
洋
の
弓
。
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

27
万
葉
集
の
略

29 

絵
を
描
く
の
に
用
い
る
厚
手

の
用
紙　

30 

袖
な
し
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た

外
套

31 

落
語
等
の
結
び
の
笑
わ
せ
る

部
分

32
音
読
み
と
○
○
読
み

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶ 

舞
台
上
の
あ
ら
ゆ
る
光
の
効

果
❺ 

王
手
・
飛
車
。
こ
れ
何
の
ゲ

ー
ム
？

❼
命
の
○
○
、
頼
み
の
○
○

❽
土
曜
日
の
次
の
日

❾ 

道
徳
・
宗
教
・
政
治
的
確
信

に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
犯
罪

13
数
の
単
位
で
億
の
１
万
倍

14
東
京
証
券
取
引
所
の
略

16
す
ぐ
れ
て
よ
い
馬

17 

あ
か
り
を
消
す
こ
と
。
○
○

○
○
○
時
間

19
○
○
哀
楽

20 

引
き
分
け
の
碁
＝
持
碁
。
引

き
分
け
将
棋
は
？

22
胃
壁
に
で
き
た
潰
瘍

23 

気
み
じ
か
。
せ
っ
か
ち
。
○

○
○
な
人

25 

忙
し
さ
に
○
○
○
を
上
げ

る
。
う
れ
し
い
○
○
○

27 

割
り
増
し
を
す
る
こ
と
。
１

割
○
○

28
邦
画
↑
↓

30 

期
限
に
達
す
る
こ
と
。
貯
金

が
○
○
○
に
な
る

31 

♪
仰
げ
ば
尊
し
、
我
が
師
の

○
○

32
ク
リ
の
入
っ
た
羊
羹

33
最
初
に
生
ま
れ
た
男
の
子

34 
む
だ
な
骨
折
り
。
○
○
○
に

終
わ
る

10
月
号
ク
イ
ズ
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
１
4
年
10
月
号
「
ク
ロ
ス
ワ

ー
ド
ク
イ
ズ
」
の
正
解
は
「
キ
ュ
ウ

ヨ
ミ
ナ
オ
シ
ダ
メ
」
で
し
た
。
各
職

場
か
ら
30
通
の
解
答
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
つ
ぎ
の
５
人
の
み
な
さ
ん
に

図
書
カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。（
敬

称
略
）

▼
東
恵
美
子
（
大
阪
府
職
労
）
▼
須

山
哲
（
吹
田
水
労
）
▼
岡
田
篤
樹

（
松
原
市
職
労
）
▼
山
本
加
代
子

（
東
大
阪
市
職
労
）
▼
佐
々
木
真
知

子
（
高
石
市
職
労
）

応
募
の
方
法

　

「
解
答
」「
所
属
組
合
名
」「
氏

名
」「
住
所
」
を
書
い
て
、
メ
ー

ル
か
は
が
き
で
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
紙
面
の
感
想
、
職
場
の
で
き

ご
と
や
近
況
な
ど
を
一
言
書
き
添

え
て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で

す
。
正
解
者
の
中
か
ら
10
人
に
図

書
カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。

　

な
お
、
送
っ
て
い
た
だ
い
た
一

言
は
「
仲
間
の
声
」
と
し
て
紙
面

に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

送
付
先

〒
５
３
０
―
０
０
４
１
大
阪
市
北

区
天
神
橋
１
丁
目
13
―
15　

大
阪

グ
リ
ー
ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治

労
連
「
お
お
さ
か
自
治
体
の
仲

間
」
編
集
部

nakam
a@
osaka-jichiroren.jp

応
募
の
締
め
切
り
／
２
月
28
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
１

５
年
３
月
号
の
紙
面
に
掲
載

個人賠償責任共済
年間掛金1,000円で

賠償額1億円

10月号の解答
「キュウヨミナオシダメ」
ダイシ

　
ハチウエ

イチオシ
　
ユ
　
イ

ジミ
　
ヨカ

　
キリ

ヤ
　
カウンター

　
　
キンキヨウ

　
メ

ヨミ
　
ボウ

　
サン

ナ
　
ア
　
クイイジ

キンダイ
　
シキヨ

　大阪自治労連青年部・北河内ブロック
は、12月11日に交野市内で「青年クリス
マスパーティー」を開催しました。
　今回は数年ぶりの開催で、交野市職労
をはじめ、守口市職労、寝屋川市職労と
青年部の再結成をめざしている枚方市職
労が集まり、総勢47人の参加者で盛大に
行われました。
　竹村北河内地協議長のあいさつに始ま
り、枚方市職労の名司会による進行で、
実行委員幹事たちによるオリジナルゲー
ムの「タイムでリレー」と豪華賞品があ

たるビンゴゲーム「京阪電車駅名ビンゴ
（京阪本線＋交野線）」で交流。北河内
ブロックの絆を深めました。
　参加者からは、「働く仲間として、職
場の研修で同席となった人と再会でき、
業務で活かせる交流の広め方としても良
かった！」といった意見や、「新人であ
ればこういった企画経験は、自分にとっ
てプラスになると考えて積極的に行って
くれる方も多いと思うので、継続できる
と感じます！」と、前向きな意見も聞く
ことができました。

　大阪自治労連青年部・北河
内ブロックは、来年もク
リスマスパーティーを開
催していきます。
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「青年クリスマスパーティー」を
交野で開催！（青年部・北河内ブロック）

敬
称
略


